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１．はじめに	

	 2016 年 11 月 24 日未明から夕方にかけて、強い寒気と低気圧の影響で関東の平野部でも雪が降り、熊

谷で 6cm、宇都宮や前橋で 4cm、千葉で 2 ㎝、東京で 1cm 未満の積雪を記録しました。11 月としては、

東京では 54 年ぶりの雪となり、東京や千葉、宇都宮、水戸の積雪は観測史上初となりました。	

	

２．関東の雪の様子	

	 ウェザーリポーターからの報告によると、23 日 21 時頃から関東の南部で雨が降りはじめ、24 日 5 時

頃からは一部でみぞれや雪に変わりました。6 時頃からは東京都や埼玉県でも雪となりました。その後、

昼頃にかけて次第に雪の範囲が広がり、関東のほぼ全域で雪となりました。午後には西側から雪は止み

ましたが、千葉県では 16 時頃まで雪が継続しました（図１）。	

	

	

図１：ウェザーリポートによる雨、雪の分布の推移	

	

	 関東の代表都市で観測された積雪深は表 1 の通りで、11 月としては観測史上初、あるいは観測史上１

位となるところが多くなりました。	

	

	

	

	

11 月 24 日、東京都心で異例の積雪	
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表 1：11 月 24 日の積雪深と降水量（関東の代表都市、“0cm”は 1cm 未満の積雪を示す）	

代表都市（アメダス）	 最大積雪深	 記録	 24 日の総降水量	

東京	 0	cm	 11 月の観測史上初積雪	 23.0	mm	

千葉	 2	cm	 11 月の観測史上初積雪	 28.5	mm	

横浜	 積雪なし	 —	 21.0	mm	

熊谷	 6	cm	 11 月の観測史上 1 位	 17.0	mm	

前橋	 4	cm	 11 月の観測史上 2 位	 9.0	mm	

宇都宮	 4	cm	 11 月の観測史上初積雪	 10.5	mm	

水戸	 1	cm	 11 月の観測史上初積雪	 11.5	mm	

	

	 11 月 24 日、関東のウェザーリポーターから通常の 2 倍となる 12,738 通の報告が寄せられました（図

2）。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2：ウェザーリポーターから寄せられた報告	

	 	

06:34	 東京都八王子市 
屋根、真っ白 

11:41	 東京都港区 
ミゾレで気温が低いけど、水温が

高いからケアラシみたいに水面か

ら雲ができてる 

11:51	 東京都練馬区 
まだまだ寒いです。 
まさかこんなに降るとは思ってなかっ

た。歩道には積もっていて滑りそう。 
12:08	 東京都立川市 

雪止みませんね。水分多くて重い雪。

早く雨になりますように。 
多いところで 3㎝くらいです 

11:30	 東京都中野区 
54 年ぶりの 11 月の東京初雪。ホント
に手がかじかむほど寒いです。1時間ほ
ど前はかなりの雪でしたが、今は雨を

多く含んだみぞれになっています。 
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	 また、24 日 7 時から 18 時にかけて、スマホアプリ「ウ

ェザーニュースタッチ」の東日本のユーザーに対して

「積雪状況は？」と質問し、“積雪なし”、“芝生にう

っすら”、“道路にうっすら”、“道路にしっかり”か

ら選択いただきました。関東の参加者 9,453 人（東日本

の参加者は 10,716 人）のうち、7 割の人から積雪してい

ると回答がありました。図 3 のように、東京都心からも

“道路にしっかり”積雪している報告が届き、茨城県の

太平洋側では“芝生にうっすら”程度の積雪となったこ

とがわかります。一方、千葉県の銚子周辺や房総半島の

沿岸では積雪がなかったことがわかります。	

	

	

	

	

３．雪の要因	

	 24 日は本州の南海上に前線が形成され、上層の気圧の谷が接近したことで、3 時頃に前線上に低気圧

が発生しました。この低気圧は 24 日午後にかけて発達しながら、本州の南東海上へ進みました（図 4）。

この前線や低気圧によって、関東に降水がもたらされました。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図４：天気図（左：日本時間 24 日 3 時、右：24 日 15 時）	

	

	 この時期に低気圧が通過することは例年通りですが、今回は北側から非常に強い寒気が入り込んだた

め、低気圧による降水の多くが雪になりました。24 日 3 時頃、関東は高度約 500m で 0〜3°C の寒気に

覆われていました。その後、南海上の低気圧の発達に伴って北側のより冷たい空気が南下し、12 時には

関東の上空約 500m で 0°C 以下の寒気に覆われました（図５）。この寒気の南下が、関東の雨を雪に変

えたと考えられます。	

	

図３：「積雪状況は？」の関東の調査結果 
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図５：	高度約 500m の気温（気象庁毎時大気解析）	

	

	 また、気温の低下には、低気圧による雪の際によく見られるように、雨が蒸発することや雪が融ける

ことによる冷却効果も寄与していた可能性があります。	

		

４．季節外れの強い寒気	

	 11 月にこのような強い寒気が日本付近に入ることは稀です。表 2 のように、1 月下旬から 2 月上旬の

真冬並みの非常に強い寒気が南下していました。	

	

表 2：11 月 24 日、高度約 1,500m の気温	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 この非常に強い寒気の移動について、時間をさかのぼって見てみると、4 日前の 11 月 20 日にモンゴ

ルや中国東北部、極東ロシアのあたりにあった寒気が日本付近へと流れ込んでいるように見えます（図

6）。北極周辺と北半球の中緯度帯の気圧が相反して変動する「北極振動」の影響で、11 月下旬は北極

周辺の強い寒気が中緯度帯に放出されやすくなっており、それが今回の非常に強い寒気の流れ込みにつ

ながった可能性があります。	 	

	 2016 年 11 月 24 日 9 時	 11 月 24 日の平年値	

稚内	

（北海道）	

-	18.7	 ℃	

（2 月上旬の平年値より低い）	
-	8.7℃	

館野	

（茨城）	

-	4.5	 ℃	

（1 月下旬の平年値と同等）	
2.7℃	
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図６：高度約 1,500m の気温の推移	

（11 月 20、22、24 日の日本時間 9 時、米国 GFS モデルの解析データ）	

	

５．まとめ	

	 2016 年 11 月 24 日、東京都心を含む関東の広い範囲で季節外れの積雪となりました。ウェザーリポー

トから、関東の各地で芝生や道路にうっすら積雪したことがわかりました。この季節外れの積雪は、大

陸から関東上空に真冬並みの非常に強い寒気が流れ込んだこと、また、関東の南海上の前線上に低気圧

が発生・発達して寒気がより南下したこと、および、広範囲に降水がもたらされたことが重なったため

に起きたと考えられます。	

	

	 Wx	Files は二次災害や今後同様の災害を減らすことを目的としています。当社は、予測精度の向上に

努めるとともに、減災・防災につながるような情報をいち早く発信していきます。	

	


